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1．はじめに

　本研究は，1969年中学校学習指導要領において制度化され，1998年まで

実施されてきた必修クラブ1）の課題について検討することを目的とする。

　必修クラブとは，その名称が示すように「全ての者が必ず参加しなければ

ならない」クラブ活動であり，多くの学校では週に1時間が割り当てられ，

時間割にも組み込まれていた。つまりそれは，課外のクラブ活動（いわゆる

部活動）とは異なる活動であった。文部省教科調査官の井上（1973，pp．　108－

109）によれば，必修クラブ制度化には「貴重な集団活動の経験を，すべて

の生徒が例外なしに共有できる体制の確立」が期待されていた。また，課外
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の部活動においては「形式的にはすべての生徒に門戸を開放してはいても，

実質的には，学年の進むにつれて増加する脱落者をいかんともすることがで

きなかった」という問題があり，そのような少数精鋭主義を改善する意図が

あったとも言われている。実際に，制度化当初の学習指導要領では，必修ク

ラブの指導が「一部の生徒を対象とする選手養成などのための活動となって

はならない」と明記されていた（文部省，1969a，　p．246，1970b，　p．436）。

　しかし，どのような目的があったにせよ，果たしてクラブは必修化しな

ければならないほど重要なものであったのだろうか。確かに，スポーツを

楽しむうえでクラブ（組織・集団活動）が欠かせないことは，多くの研究者

が指摘している。例えば伊藤（1983，p．11）は，本来，スポーツのプレイ場
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図1　スポーツの世界の構造（荒井，1982）
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　図2　スポーツ的世界の形成（内海，1989）
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の分け隔てなく楽しめるもので

あるが，何かトラブルが発生す

ると日常生活の上下関係が復活

することがあり，プレイ場面の

純粋性を保つにはクラブ場面に

おける自由度の保障　　民主的

運営の徹底が不可欠であること

を指摘している。この他にも，

荒井（1982，p．254）は，スポー

ツ（ウー）マンの心理的傾向や行

動を実社会，クラブ，チームの

3層から捉えている（図1）。ま

た内海（1989，p．180）も，　Aス

ポーツそれ自体（技術場面），

Bスポーツの組織，Cスポー

ツの社会的意義（社会的条件）の
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視点から「スポーッ的世界」を把握し，各層の取り組み及び整備が歴史的に

拡大してきたことを指摘している（図2）。このように，現在，過去，未来の

スポーツを語るうえでクラブという組織・集団活動は欠かせないものになっ

ており，その観点に限定して捉えれば，クラブの必修化にも理解を示すこと

ができる。

　だが，そもそもスポーツやクラブ活動は，自主的，自発的，自治的に取り

組むものであり，そのような性格と必修クラブ制度の間には大きな隔たりが

あったと言わざるを得ない。例えば吉田（1993）は，必修クラブはクラブ活

動のもつ教育的意義を全ての子どもに享受させようとした点においてすぐれ

た発想であったが，一方で必修になったことで「楽しくない」と感じる子ど

ももおり，今後は「倶二楽シム」というクラブ（倶楽部）の本質に立ち返る

ことを提案していたが，自主的，自発的，自治的活動というクラブの性格を

考えればこのような批判が出てくるのは当然であろう。実際にそのような矛

盾を抱えていたこともあって，必修クラブは表1のような経過をたどって

1998年に廃止されており，現行の学習指導要領（1998，1999）にはクラブや

部活動に関する記述がない。

　しかし近年，再び学習指導要領にクラブ及び部活動を位置づけることや，

表1　必修クラブ及び部活動（中学校，高等学校）の実施方法の変化

学習指導要領

　改訂年
クラブが位置づけられた領域 クラブ及び部活動の実施方法

1969年

1970年

　　　　特別活動（中学校）

　各教科以外の教育活動（高等学校）
1

1必修クラブと課外活動［部活動コの差
異化，必修クラブの時間外に行われる
活動は，教育課程外・超過勤務手当の
対象外の活動。

麟i　　特別活動　　　　　1

2必修クラブとともに，部活動も適切に
実施する。

　　　　　：

1989年 特別活動

3必修クラブと部活動の選択を認める．

課外の部活動に参加することによっ
　て，必修クラブへの参加と見なす「代
替措置」を認める．

1998年
1999年

4必修クラブ及び部活動に関する内容の
　削除。

t
c
l
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そのための手当の整備が議論されている（産経新聞，2007．6．13朝F［J：東京新聞、

2007．　9．　14朝刊），だが，教育制度上（現在は）クラブを行わなくなったのであ

り，それを再び位置づけ直すのであれば，これまでの問題や課題を整理する

とともに，その改善策を視野に入れておかなければならないだろう、このよ

うな問題意識から，本稿では必修クラブの実践に注目し，その特徴や課題を

検討していくことにする。

　必修クラブは廃止されてから10年が経過したが，その実践を総括するよ

うな研究は行われていない，例えば，日本特別活動学会編『キーワードで拓

く新しい特別活動』（東洋館）においては，必修クラブが廃止された理由とし

て，必修クラブと課外の部活動の差異や関連の不明確さが挙げられているが

吟野．2000），「なぜ，教育現場でクラブと部活動の差異が明確でなくなった

のか」については解説されていない。また筆者も，必修クラブが廃止された

理由を，学習指導要領改訂の背景にあった「判例」の視点から解釈したが，

必修クラブ実践の特徴や課題までは明らかにしていなかった（神谷，2007）。

2．研究方法

　本稿は，以下の手順で研究を進める。まず3において必修クラブの理論体

系を明らかにする。具体的には，学習指導要領で示された必修クラブの目

標，活動内容，指導方法に関する方針を総括する。次に4において，それら

の方針に基づく実践記録に注目し，必修クラブ実践の特徴を整理するcな

お，本研究においては運動・スポーツのクラブを研究対象とする。先に述べ

たように，必修クラブは部活動とは異なる活動として制度化された、その背

景には，運動部活動指導に関わる超過勤務手当の問題があった。必修クラブ

の制度化により，時間割に組み込まれた週1時間の必修クラブの指導だけが

教師の業務になり，教育行政は課外の運動部活動指導に関わる手当の支払い
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を避けることができたのである（神谷，2007）。また先に述べたように，運動

部活動に多く見られる少数精鋭主義の問題もあった。実際に制度化後，選手

養成をめざす運動部活動の対外試合と，学校教育としての（必修クラブの）

対外試合は区別されていた（文部省，1969b；青少年運動競技中央連絡協議会，

1969）。これらのことから，ある意味，必修クラブは運動部活動のオルタナ

ティブであったという見方ができる。したがって，文化系クラブよりも運

動・スポーツクラブの実践に注目することによって，これまでの部活動指導

との違いや必修クラブの特徴が鮮明になると考えられる。なお5において

は，そのような運動・スボーツクラブ指導における課題を明らかにする。6

においては，これまでの考察に基づいて今後の展望を示す．

3．理論体系

　まず，学習指導要領で示された必修クラブの目標であるが，それは「特別

活動」，「各教科以外の教育活動」の目標として示されてきた（表2）。具体的

には，9自主的な生活態度（生活を築く態度）の育成，2集団の一員として

の自覚や協力する態度の育成，③心身の健康，発達と個性の伸長に整理す

ることができる（表中の下線部がT～’3に関連する文章である。どのカテゴリーと関

連するかは下線の最後に番号を記している，以下も同様）。

　工自主的な生活態度の育成という目標は，1969年中学校学習指導要領に

おいて，「豊かな充実した学校生活を経験させ」ることによって，「健全な社

会生活を営む上に必要な資質の基礎を養う」と記され，1970年高等学校学

習指導要領においても「自律的，自主的な生活態度を養う」ことが明記され

ていた。その後も，1989年の学習指導要領まで「よi）よい生活を築こうと

する自主的，実践的な態度」の形成がめざされてきた。

　次に，2集団の一員としての自覚や協力する態度の育成に関しては，
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表2　学習指導要領で示された必修クラブの目標に関する記述

Cl）　自主的な生活態度の育成

学習指導要領の名称／目標が示された領域

②翻縫言；自覚や⊥働願 発達と個性の伸長
1969年　中学校学習指導要領／特別活動

第1【1標
　塾師と生徒およびノロ坐｛｜1ii：01ム問的な『Yx触（・？．）をJlguaとし．望ましい集団活動を通して1！！｝かな砧疋し左堂埜生活を経験させ（．1．），も・，

て人↑趣の調和的な発達．（f31）を図り，健全な社会生活を営鯉二Lに必要な資質01基礎を養±．（ニレ）．．〔p，245〕

［　自律r1勺，　白1ゴ1勺な生活態度を養う　（1‘）

とともに，公民としての資質，特に社会連帯

o）精神と1’1治11勺な能力の育成を図る。〔P，245〕

3　塞団の　一ll．E，．しiCg）．役割を1’1覚　（「2，）　さ

せ，他の成員と協調し友情を深．めて．・（，L）・）．

楽しく豊かな共同生活を築く態度を十iて，集
卜flo）［白j　l：発力芝（こノ尋く　’・｝“　（c2））　f彪ノ」を1｛Sう．、

〔p．245〕

2　心身の｛建全な発達　（〔3．）　をli力長するとと

もに，現在および将来の生活において自L1を

【Eしく生かす能ノJを養い，勤ツ了を尊重する態

度を育てる，

4　健｛な趣味や凹かな教捻を育て，余暇を

薄川する態度を養うとともに，能力・適性等

の発見しf申⊥乏　（，：1・）　をll力ける　　〔p，245〕

1970年　高等学校学習指導要領／各教科以外の教育活動

第1款　川標
　tt｛ましい聾三卜月｝舌ψ吻を’月亘して1鵬力・なイ己’jsし7こ

学校生活を経験させ，」」律r1勺，ピ111r1勺な生活

態度（．1）を養うとともに，民i：的な社会お

よび国家の形成者として必要な資質の基礎を

育てる・．［P．433〕

1　人間として相ノ1：に，1｛〔爪し合い（②），友情

を深める　（2）

を遵守し，責任を取ゐ、し，

同生活の充実発展に尽くす態度を輌逢う。
〔P，433〕

と　と　もに，　集1ηり鳥↓f」t　（．L））

　　　　　房右ノ」して　（．2．）　共

3　　心・身θZ｛建属ξを壇准．．lf：1〕）　し，　∬刮1窒をf申⊥9．

（‘ll））　するとともに，　人間としての望ましい

生き方を自覚させ，将）kの生活においてlt｜己

を実現する能力を育てる

4　健全な趣味や豊かな情操を育て（‘：1）），余

11111をi，Fi川するf態∫庄を養うとともに，　勤ツフをLIE［
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．一一L 巴塑・確立を図る1，〔P・433〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1977年　中学校学習指導要領／特別活動

第1　川標

　望ましい集団1’，「i動を通して，心身の調和のとれた発達（（3り　を図り，f固性を仲長する　（ほ））とともに，集団の・・日としての自覚を深め

（L2，），1協力して．’（「2・）よりよい11三治築9と些（「りr【湖・餓r1勺雛度を育てる・．〔P・　121〕

1978年　高等学校学習指導要領／特別活動

第l　ll標

　望ましい集団活動を通して，心身の調和のとれた発達（．3i）を図‘〕，　fl’il性を伸長する　（i．：ll）　とともに集団o）Lt＿iとしての白覚を深め

（．2り，協ノ」して（‘2．L．kりよい生」丘を築こうと±る　Cい1　r川：的，実践的な態度を育て，将来において自己を正しく生かすtje　JJを養う，，

〔P．155〕

1989年　中学校学習指導要領／特別活動

第1目標
　望ましい集団活動を通して，心身の，週』llのとれた発達（．3．）とf固性の仲上乏（3’“）を図り，塞団の・・旦1として（r21）よりよい生活を築こう．

とLaL！）　（’1‘）自iミ的，実践n勺な態度を育てるとともに，人問としての生き方についてo）1’｜覚を深め，自L1をノ1ミかす能力を養う「ト〔p，121〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1989年　高等学校学習指導要領／特別活動

第1　日標　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＆
tl｛まし・馴馴を肌て・’L・身9）1洞不“□些継（（3〕）とf固性の1巾長（↓）を［…1・b，集団・パと．L・（・2・Lよ．liよ！・1□，‘酬三一i曹

とする（rlり1’llこ的，実践ll勺な態度を育てるとともに，人問としての在り方生き方についての自覚を深め，白己を生かす能力を養うt／　　Vl
〔P．217〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼↓
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A
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1969年中学校学習指導要領において「教師と生徒および生徒相互の人間的

な接触」，「集団の一員としての役割」，「協調し友情を深め」ると記され，

1970年高等学校学習指導要領においても同様の方針が示された，さらに，

その後の学習指導要領（～1989年）においても，集団の一員としての自覚や

協力する態度の育成という目標が一貫して示されてきた。

　最後に，③心身の健康，発達とf固性の伸長であるが，1969年中学校学習

指導要領において「人格の調和的な発達」について明記され，その後も「心

身の調和のとれた発達」，「個性の伸長」といった目標が一貫して示されてき

た。

　次に必修クラブの活動内容であるが，それは表3のように’1共通の興

味・関心をもった同好者集団による活動，2異学年，異学級集団による活

動，3文化的，体育的，生産的活動に整理できる．

　1共通の興味・関心をもった同好者集団による活動という内容は，1969

年中学校学習指導要領において，クラブが「共通の興味や関心をもつ生徒を

もって組織する」活動と記されて以降，1989年の学習指導要領まで一貫し

て明記されてきた，

　2異学年，異学級集団による活動という内容も，1969年中学校学習指導

要領において，「学年や学級の所属を離れて」行う活動と示されて以降，明

記され続けた。

　〆3文化的，体育的，生産的活動に関しても，1969年中学校学習指導要領

において，それらの活動について記されて以降，「奉仕的な活動」（1989年中

学校学習指導要領，高等学校学習指導要領）が加えられることもあったが，3つの

カテゴリーはそのまま継承されてきた。

　最後に指導方法であるが，表4のようにユ子どもの自発的活動や自治的

活動を助長，援助すること，及び2子どもや学校の実態をふまえることが

留意されてきた2），

　ざ子どもの自発的活動や自治的活動に関しては，1969年中学校学習指導

　64　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　8
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表3　学習指導要領で示された必修クラブの活動内容に関する記述

学習指導要領の名称

工　共通の興味・関心／同　　2　異学年，異学級集団　　3　文化的，
　　好者集団による活動　　　　　による活動　　　　　　　　的活動

体育的，生産

1969年　中学校学習指導要領

第2
（1）

る

内容

クラブは，学年や学級の所属を離れて（り）共通の興味や関心をもつ生徒をもって組織す

ほ）ことをたてまえとし，全生徒が文化的，体育的または生産的な活動（3） ナ　　ノ　　ユぞ　　ロ

ゼf丁なつこ．

と，　〔P．246：

1970年　高等学校学習指導要領

1　内容

　クラブは、学年やホームルームの所属を離れて（2）共通の興味や関心をもつ生徒をもって組

織する（1）ことをたてまえとし，次のいずれかに属する活動を行なう，

　（1）　文化的な活動（3）

　（2）　体育的な活動（3）

　（3）　生産的な活動　（3）　：p．435〕

1977年　中学校学習指導要領

（3）　クラブ活動

　クラブは，学年や学級の所属を離れ（ワ）．共通の興味や関心をもつ生徒をもって組織する
（T）　ことを原貝［Jとし，

かの活動を行うこと，

全生徒が文化的な活動，体育的な活動又は生産的な活動（3）のいずれ

、

P・］21」

1978年　高等学校学習指導要領

C　クラブ活動

　クラブは，学年やホームルームの所属を離れて（2）共通の興味や関心をもつ生徒をもって組

織する（工）ことを原則とし，次のいずれかに属する活動を行う、

（1）　文化的な活動（3）

（2）　体育的な活動（3）

（3）　生産的な活動（3）　〔p．155〕

1989年　中学校学習指導要領

C　クラブ活動

　クラブ活動においては．原則として学年や学級の所属を離れ（2），共通の興味や関心をもつ

生徒をもって組織する（工）クラブにおいて，全生徒が文化的，体育的，生産的（3）又は奉仕

的な活動のいずれかの活動を行うこと、〔p．1ユ2〕

］989年　高等学校学習指導要領

C　クラブ活動

　クラブ活動においては，原則として学年やホームルームの所属を離れ（2），共通の興味や関

心をもつ生徒をもって組織する（工）クラブにおいて，全生徒が文化的，体育的，生産的C3）

又は奉仕的な活動のいずれかの活動を行うこと．〔p，218〕

9 65
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表4　学習指導要領で示された必修クラブの指導方法に関する記述

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学習指導要領の名称

・1三…　’tl’発的」動や・治的活動鵬⌒…⊥．・一三竺や学・竺竺竺え≡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1969年　中学校学習指導要領

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）　クラゾo）種別や数は，生徒の希望、男女の燈盛）一堂t交の伝塾三

（1）　〔指）尊、‖’ll｜llを：筆者〕生徒の“－i：n勺，実践1白な活動を助長（〔」身　施、没設備の塞態，指導に当たる教師のイ戸；1（c21）などを考慮して，

しうるように作成すること．，こ0）際，それぞれの内容0）特質に応じ　適切に定めることtt［p．246〕

て，できるだけ生徒がみずから活國の計画を立て至（L1り　ように援
1りJすること、．〔p．251〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）　地域N・：1三笹の実態，」；年；‖lo）1壁セヒ⊃」：徒θとfl巡△差　（「2））　なとを，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じゆう．S～／し考！超することu　〔p．2Sl〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1970年　高等学校学習指導要領

（1）　教師は，　’ド素力・ら生徒との接触を密にし，好ましい人間関係を

育てるように配慮するとともに，適切な指導のもとに生」走が1’1発

rl勺，　［’1治ri勺な活動を左§．ll］］一し・うそように努め・◇　（（1‘）　’必要が・V）る1・

〔P，435〕

（1）　　〔t’旨）尊、汁1川1を　：へrL，者〕　ノヒf走0）〔［｜：r1勺，　実‖〕ミn勺な｝舌動をll力⊥ξ．⊆Ll二）

しうるように作成すること、，　この際，　それぞれの内容の牛S質（：　J’己；じ

て，できるだけ生徒がみずから活動の計画を立てる（川ように援

llJJすること、，　〔P．438〕

イ　クラゾの働川や数は，ノ1：往の希忠り琢の構盛L．劉ζ妙伝称一

施設ll文備の実鵬一1旨導に’【1たる教師の白！！｛ヒ∫②りなとを考慮し，適

切に定めることt／〔p．436〕

（2）　地域や学校o）実態，ll了年期o）特性，

じゅうぶん考L凹すること、．〔p．438〕

’1ゴ走の個人差（t2）なとを

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1977年　中学校学習指導要領

2　指導‘｝1仙iは，学校の創意を生かすとともに，生径o）発達幽；↑iを考慮L」（2）），ノ！i徒r1皇ぎよる実践的亙言1‘動が助1δ旦れ多ように伽｛Ul互

ものとする（‘1，），・1三術，働については．教“lijの〕紗」な指導のドIL，特に’kf，Eのr廃［1勺，　r1治rl勺な活動か展ll｝1糾しるように配慮『tる必‘要があ
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こ
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る一（「い）．．〔P．123〕

1978年　高等学校学習指導要領

（1）’徽碗意姓か’」’とともに・ll：々継段齢浬趣を櫨L（・2・），教1’1・li…適聡欄・・ド｛・，生征〔1躰よMg践r肱活岨』力」こ

すること　（ll））／tその際，勤労にかかわる体験r白な学習の機会をできるだけ取り人れること、．〔p．｜56〕

（2）　生徒会活動及びクラゾ活動においては，生徒の自発的，n治1’1勺

な活動（（1））．を助長“1’るとともに，生徒9）ぐノ：てる活動の計画に基つ

S．．展｜粗［りとなるように馴～㍑・と・〔P．］56〕　　　　　　　　　　　　　　　　　．．．．．．．．～・．～．～～・・

1989年

（D　学校の創意1：火をノllかすとともに，学校の実態や生徒のzew’＊階虫一どを．ぢ慮し

文践的な活動力迎長されるよう一七旦る911）こと／t〔P．123〕

3　生徒会活動及びクラノ活動については，教1’llliの適切

に，生徒の白発的，【’｜治的な活動変些」旦こ1しる上う壇堕す

のとする．、〔P．123〕

中学校学習指導要領

　　　　　　　　　（．2り・　教r川iの〕画切な指導のドに，　生イ走によるr｜主〔i31，

1989年　高等学校学習指導要領

（D　学校の創意1：夫を生かすとともに，学校の実態や生徒の発達段階及び特性等を考慮し（f2J），教師の適切な指導のドに，生徒による自

1：ll勺、実践r1勺な活動力、助長されるようにする　（tl‘）こと、．その際，4gfl：lt｜勺な活動や，勤労にかかわる体験的オよ活動の機会をできるだけ取り

人dしること．．　〔pp．218－219〕
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要領において「できるだけ生徒がみずから活動の計画を立てるように援助す

ること」と記され，1970年高等学校学習指導要領においても「生徒が自発

的，自治的な活動を展開しうるように努める必要がある」と明記されてい

た。その後の学習指導要領でも，生徒の自発的，自治的活動として指導する

ことが留意されてきた，

　また，2子どもや学校の実態をふまえることに関しては，1969年中学校

学習指導要領や1970年高等学校学習指導要領において，「クラブの種別や数

は，生徒の希望，男女の構成，学校の伝統，施設設備の実態，指導に当たる

教師の有無」や，「地域や学校の実態，青年期の特性，生徒の個人差」等を

考慮することが明記され，その後も「生徒の発達段階」や「学校の実態」を

考慮することが示されてきた。

4．実践の特徴

4．1オリエンテーション及び質問紙調査

　学習指導要領においてクラブが「共通の興味・関心をもった同好者集団に

よる活動」と規定され，また，「子どもの自発的活動や自治的活動を助長，

援助すること」及び「子どもや学校の実態をふまえること」が留意されてい

たこともあり，必修クラブの実践においては，オリエンテーションが重視さ

れた。例えば，図3のようにオリエンテーション→クラブ説明会→クラブ見

学→仮登録→仮活動→本登録といった流れでクラブを選択させる方法が用い

られていた（山田，1974，p．186）。

　また，子どもに行いたい種目を聞く質問紙調査（図4）が実施されてきた

（中本，1974、他，横浜市立金沢中学校，1972；石井，1976a；城井，1977）。　しかし調

査の結果，希望の種目が107種類に及ぶこともあり（奈良県立添上高等学校保健

　68　　　　　　　　　　　　　　　　－12一
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図3　クラブ決定までの手順
　　　（｜【IE日，　1974）

図4　クラブ活動に関する調査

　　　　（中本，19ア4）

体育科，1974，p，170），全ての子どもの要求に応えることは不可能であった。

したがって第1希望から第3希望ぐらいまでをたずね，学校の施設に応じた

種目を決定し，話し合い等を通して子どもを割り振る方法が一般的であっ

た。

4．2　子どもの自治集団活動

　学習指導要領において「集団の一員としての自覚や協力する態度の育成」

がめざされていたこともあり，自治集団活動としての指導が重視されていた

（相川ら，1970，pp．100－109）。例えば城井（197ア，　p．93）は，ユ：生徒自らの手で

活動の基本方針と詳細な活動計画を立案させ，クラブは自分たちの活動であ

るという意識をもたせる，2学年の枠を超えてお互いに励ましあう場を毎

　　　　　　　　　　　　　　　一　13　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　69



時間の活動の中に必ず組み込む，3活動に入る前にミーティングを行っ

て，各自の持ち味がどの場面で，どのように生かし合えるかを話し合う，

‘④各自に何らかの役割を分担させ，活動の中でそれらが十分発揮できるよ

うに心がける指導をしていた（他，長谷川．1974）．また同様に高橋（1974，

pp．149－150）も，「粗末ではあってもその計画に愛着があり，それを続けてい

くことによって生徒の自主性，計画1生は育てられ，クラブの連帯感も深めら

れる」と考え，生徒に表5のような計画を立てさせていた。

　練習や大会に関しても，工個人記録カードを利用し，自分の記録の伸び

がわかるようにする，2ビデオを利用し，一人ひとりの動きを撮ってや

り，フォームの研究をさせる，なお，教材のビデオも利用する，3陸上競

技に関する記録を校内に掲示する，’4］各種大会の参加希望を募り，陸上に

対する興味をもたせる，⑤知的理解をはかるため，学習プリントを使用す

　　　　　　　　　表5　指導計画［生徒作成］（高橋，1974）

1

．・・・　・・．　・　・・・・引i加　　・　．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　必修クラブ実践の検討（神谷）

る，そして6走りたくなるような環境づくりといった試みによって，自治

集団活動がめざされた（加藤，1985，pp．102－104）。

　さらに，このような個別のクラブの運営だけではなく，①クラブ特設特

別委員会，②クラブ役員会，③クラブ運営委員会，そして④クラブ長，

班長会議を設けることによって，学校全体の必修クラブを自治的に運営させ

る実践も行われていた（押田，1975，p，88）。

4．3活動の評価

　学習指導要領において「自主的な生活態度（生活を築く態度）の育成」や

「集団の一員としての自覚や協力する態度の育成」がめざされていたことも

あり，自分たちの活動を総括する評価活動が重視されていた。それは，子ど

もたちの話し合いや，毎時の活動ノートへの記述を通して行われていた。例

えば，井出（1974，p．181）は「クラブ活動記録簿」を作成し，活動状況欄に

は①実施した内容，②クラブ長，リーダー，クラブ員の動き，3指導教

師やクラブ長のしたこと，211計画の変更とその理由，6その他の項目を設

け，また反省欄には／集合，あいさつ，出席，準備，活動内容，整理等，

②個人，グループ，全体についての反省，③技術的な面，精神的な面，

④活動目標，努力点，⑤その他の項目を設けて子どもに記入させていた。

また，図5のような自己評価用紙を作成する学校もあった（庵跡，1977，

p．94、他，横浜市立金沢中学校，1972；高橋，1974；城井，1977）。

4．4必修クラブと部活動の区別

　必修クラブ制度化に伴い，必修クラブと課外の部活動とが区別されるよう

になったため，そのことを意識した実践にも取り組まれてきた。具体的に

は，部活動に所属している子どもは，異なった活動内容のクラブに所属させ

　　　　　　　　　　　　　　　一15－－　　　　　　　　　　　　　　　　71



　　〈クラブ活動の反省〉昭和51年度　：前期・後期：

　　所属クラブー　　　一一第（　）学年〔）組〔男・女〕氏名〔　　1
　　　・クラブ活動について．次に掲げる項目を五段階で評価してみよう．
　　　・五段階評価は次のとおりです．
　　　　1．非常に悪い　ユ，悪い　3．普通　4．良い　5．非常に良い
　　　　・．ドの表の評価の欄に1～5の数字を記し，さらに合計点，平均点ま
　　　　で書きなさい＝
1．あなたのクラブでは，クラブ活動計画をひ案する際には，みんなで充分話
　し合って計画を立てましたか．

2．あなたのクラブでは、活動計画に従い活動そのものがスムーズに展開され

　ましたか
3．あなたのクラブでは，自分たちで決めたきまりをしっかり守ることかでき
　ましたか．（時間の厳守など）

4．あなたのクラブでは，クラブ活動に必要な用具，資料．材料などの準備が
　よくなされましナこカ・．

5．あなたのクラブては、お互いに協ノJし合い、楽しくクラブ活動がなされま
　したか、

6．あなたはクラブ長や各係の指導，助言を自分から積極的に受けようとしま
　したか，

7．あなたは趣味，技能，知識，体力などを深め．広げ，伸ばすためにどうし
　たらよいか、常に問題を白分で発見しつつ．粘り強（活動しましたか，
8．あなたはクラブ活動をするとき．よく考え，11夫をして活動しましたか＝

9．あなたは趣味．技能．知識．体力などを深め．広げ．伸ばせましたか
10．あなたは，クラブ顧問の先生の指導，助言が適切かつ充分であったと思い
　ますか＝

11，あなたは．クラブ活動を振；）返って充実感，満足感を覚えますか＝

項　目　　1　2　3　4　5　6　7　8　9　10　11　合計点　’ド　均

‘評価

図5　必修クラブの自己評価用紙（庵跡．1977）

る方法（もしくは同じ種目を設定しない方法）が用いられた。例えば，体育

系の部活動に所属している生徒は，必修クラブにおいては文化系のクラブに

所属するといった方法や，3力年で文化的クラブ，体育的クラブ，生産的ク

ラブの各分野を経験させる方法が用いられていた。さらに，クラブと部活動

で同じ種目を設定するときは担当の教師を変える学校もあった「）。また，部

活動のような選手養成の活動になることを避けるため，対外試合を行わない

ことを明示することもあった（奈良県立添ヒ高等学校保健体育科，1974：山田，

1974，　P．184）o
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必修クラブ実践の検討（神谷）

5．課 題

　必修クラブ実践は，課題も多く抱えていた。それは，以下の点にまとめら

れる4），

〔↓
　
2
）
　
（
3
　
（
4
　
信
9
　
宍
◎

活動時間が短い．

施設・設備，経費が不十分である。

屋外で行うクラブに関わる雨天時の活動の問題。

必修という形態とクラブの特質（子ともの自主的活動）との矛盾。

指導方法が不明である（子どもの能力差の問題等）．

部活動との違いが不明であるz

　例えば，工に関しては清掃を昼休みに行う，朝のうちに全員が着替えを済

ませておく（石井，1976b，　p．86），ロングホームルーム・タイムと組み合わせて

100分の時間を確保する（加藤，1978，p．24），自由時間における個人練習を勧

める（倉持，1977，p．87）といった試みによって，できるだけ時間を有効に利

用することがめざされてきたが，それでも十分ではなかった。

　また，2施設・設備，経費に関しても，必修クラブを実施するうえで欠

かせない教育制度的条件であったが十分に整備されなかった。既に1972年

には，保健体育審議会答申「体育・スポーツの普及振興に関する基本方策に

ついて」において，「指導者の確保とその資質の向上，施設・設備の整備・

充実等について格段の配慮をする必要がある」と問題点が指摘されていた。

　このように教育制度的条件が未整備な状況においては，必修クラブと部活

動を区別せずに，同じ活動として位置づける学校も出てきた（田沢，1974　；小

黒，19ア7；野崎，2003）。すなわち，「あの施設設備で，また1週1時間という
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限られた時間内の指導や職員の指導経験の面から，必修クラブのねらう好ま

しい人間関係が，真の友情が，興味や関心の追求が，図れるものか真剣に考

え実践すればする程疑問が残る」のであり，「必修クラブで不足している技

術的な面や心身の鍛練的な面を部活動で補い，〔そのことによって：筆者〕充実

したクラブ指導ができる」と考える学校も少なくなかったのである（福原，

1973，p．150）。文部省もこのような実態を把握しており，教科調査官の山川

（1974，p．21）は，その原因を「施設・設備や指導教師の不足という条件のほ

かに，クラブ活動〔必修クラブ：筆者〕実施に共通理解が得られないところに

大きな壁があるようである」と述べていた。いずれにせよ，教育制度的条件

が整備されなかったことを背景に，必修クラブと部活動の違いは曖昧になっ

ていった。

　また，④必修という形態とクラブの特質（子どもの自主的活動）との矛盾が

指摘されていた。前章で検討したように，必修クラブの実践ではオリエン

テーションや質問紙調査が実施されてきたが，教育制度的条件が整備されな

い状況においては，子どものニーズに応えることにも限界があった。また，

そもそも週1時間という限られた時間では，子どもの自治集団活動を育む余

裕がなかった。そのため，子どもにとっては毎週1時間「やらされる」活動

にならざるを得なかった。

　練習や試合においても，全ての子どもが参加する必修クラブにおいては部

活動以上の能力差が生じた。それを改善するには，個別指導や能力別活動に

向けた指導者の増員や施設・設備の整備が不可欠であったが，そのような条

件整備は進んでいなかったのである。

　これらの問題によって必修クラブの指導に熱意をもてない教師もおり（船

田，1979，pp．45－46），また，子どもにとっても，満足のゆく活動にはなって

いなかった（森田・池上，1973，p．40；加藤，1978，　p．22）、武笠（1975，　p．19）に

よれば，ある中学校では必修クラブに不満を表明する生徒が400／・程度もお

り，彼らも教師と同様に施設・設備の不備，活動回数・時間が短いこと等を
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問題に挙げていた。

6．ま　と　め

　本稿で検討したように，必修クラブの実践は「教育制度的条件の未整備」

という制約下に置かれていた。そのため，「全ての者が参加する（満足す

る）活動」という方針とは裏腹に，実際の指導では様々な問題が発生してい

た。最後に本稿のまとめとして，このような必修クラブ実践から汲み取るべ

き課題や今後の展望を示しておきたい。

　まず，今後どのような教育目標に基づいてクラブや部活動を実施するとし

ても，それを可能にする教育制度的条件の整備が重要である。必修クラブ

も，満足のゆく指導が受けられる教育制度的条件が整備されれば，全ての子

どもが楽しめる活動になるはずであった。だが実際には十分に整備されな

かったのであり，そのような見通しが立たないのであれば，必修という方法

を取るべきではなかったとも言える。今後クラブ及び部活動を学校教育に位

置づけるうえでも，施設・設備や指導者といった教育制度的条件の整備が重

要な課題であり，それが指導場面に反映すること（指導場面を規定すること）は

必修クラブ実践の課題からも明らかであろう。

　しかし一方で，「全ての者が参加する（満足する）活動」という必修クラ

ブの理念自体は否定されるべきではない。学校の施設・設備は全生徒が活用

する権利があり，「子どもの権利条約」を見ても結社・集会の自由（第15

条）や，休息・余暇，遊び，文化的・芸術的生活への参加（第31条）が明記

されている。だが，繰り返しになるが，教育制度的条件が整備されない状況

においては，必修という方法を用いるべきではないであろう。別項で論じた

ように，既存の運動部活動に校内スポーッ振興の役割を担わせ，校内サーク

ル（第2サソカー部）を誕生させた実践もある（神谷・高橋，2006）。このように
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現状の運動部活動を指導，改善していくことによって，「全ての者が参加す

る（満足する）」クラブ及び部活動をめざすことが現実的であると思われる，

　〔注〕
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　象とする。クラブと部活動という用語の区別に関しては，時聞割に組み込まれた活
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